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1 第六部会主草案第 16条， 17条および 18条における f宗教のおaJ
2 慾法制定国民議会における第六部会草案審議
(1) 宗教上の f:Q:溶J(こ関する議論

















































































1 第六部会草案第 16条， 17条および
18条における「宗教の自由j











第 18条 確立された信仰を?援苦ししないところのあらゆる市民は， (どのような
信仰を持とうとも迫警などを?受け〕決して不安にさせられてはなら
ない。
Art. 16. La loi ne pouvant atteindre les delits secrets， c'est a lareligion et a la
morale主lasuppleer. I est doncεssentiel， pour le bon ordre 1を11ede la societe， 
que I'une et I'autre soient respectees. 
八rt.1 i.Le maintien de la religion exige un culte public. Le respect pour le culte 
public est donc indispensable. 
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フランザス人権宣言第 10条における r{1"i教の自由jの保際
Art. 18 Tout citoyen qui ne trouble pas le culte etabli， ne doit pointとtreinquie-
t己5)

























































































































える r~也の信仰に対する尊重j を主張するとともに， r世{谷の権威j とキリ
スト教または宗教との区間または分離を唱え，宗教の自由を f神聖な善j と
し，これを異教徒にも認める「寛容Jの涼期を提案したのであるc
しかしつぎに議論を繰り広げたミラボーは， このような f寛容j という
葉自体，すでに不寛容な専制を前提としており，また「人権宣言jが宣言す
るものは権利であるべきで「原知(lesprincipesl Jではないから， r寛容j を
人権笠言に加えることに反対した。すなわち，
手ムは寛容について説教しに来たわけではない。私の自には，最も無制約な宗































その宗教において不安にさせられえない (nulne peutとtretrouble dans sa religi-
on) と知ることだ。〔中略〕
































































































宗教は，あらゆる政治的な畿のうちで (detous les biens politiques)，最も堅
実な(Ieplus solide) ものであるから，何人もその宗教的意見のゆえに (dans








f信仰 (culte)Jという言葉に代えて， r宗教上のあらゆる信条と意見 (toutes





























































































































































































































一つ留民主?，好まれるカーストと好まれぢるカースト (unecaste favorisee et 




















































































































































































































































1) 潟水八尺/米延三次/宮沢俊義綴り、緩笠宮集J(紫波書芸庖， 1983年) 132頁など
参照。原文芸HO条はつぎのとおり。“Nulne doitとtreinquiete pour ses opinions， 
mとmer己ligieuses，pourvu que leur manifestations ne trouble pas [' ordre public 
2ll 
etabli par la loi." 
2) 潟水/末延/宮沢編，関前参照。原文第 11条はつぎのとおり a “Lalibre commu-
nication des pensees et des opinions est ln des droits les plus precieux de I'homme: 
tOlt citoyen pellt donc parler， imprimer librement， sauf a repondre de I'abus de 




4) ln culte public (第 1i条)およびleculte etabli (第 18条)の((culte))という用
諸に隠しては，論者によって邦語訳が異なる。たとえば，木簡7喜代治 5信仰の運
命(岩波書1苫，199ï 年)では，これを~ r礼拝j と訳す。 i司様に，辻村みよ子打、




…υJ と， r宗教j としている(ただし，開設{也の筒所においては f礼拝Jとなって
いる(たとえば，問委 129頁))，さらに，森口美都男 fキリスト教と民家j桑原武







教j という訟は， αreligion))の定訳語であるじ第 1i条， ( Le mainticn de la reli-
gion exige un cllte public))との原文に訳を当てるときに((culte))にも「宗教Jとの
訳語をmいると， r宗教の維持のために公的祭教が必裂であるj となってしまい慈球
を成さなくなるので，ここではJiM当ではない。すると， r f言{ヰJ または「礼おりのい
ずれかとなろうが，たとえば， ( culte))ぞ白水校行ム和大隊典j(1981 王手)で引く
と，まず第一に r(袴1・翠徒への)崇拝，信仰J，つぎに f祭式，祭犯J，ついで「祭









すいかもしれない。災際ラ ミラボーが({culte))を説明して， i culte ，ま，祈り，賛美
欽，説教 (enpriとre，en hymes， en discours)など，ーさまに集合する人々による神へ
の祭採のさまざまな行為によって，成り立っているj と述べる (AP，8: 47i)。この
説明からすると，むしろ外的な行為である咋L拝jにより近い。




いだろうかつさらに，第 18灸において， i確立された((cllteりを fカトリック礼
拝j とした上で， それを f援苦ししないJ(または f妨げないJ)すべての市民が「不
安{こさせられないjことを防条が保隠するという意味だとすると，これは，カトリッ




































5) AP， 8:431-432 抱i箸，前出浅 3)335 ]言。
6) 木崎，前出注 4)241頁。
7) 木絡，前出注 4)241-243笈。また，カノレパン派，ユグノー派のフランスにおける
人口は，国民人口 2700万人に対して， 50万人ほど，ユダヤ教徒はふ 5万人であっ





9) AP， 8:472 (ふLBonnal) 
10) AP， 8:4i2-473 Gvl. de Laborde)ー
11) .11ヘ8・473(:Vl. le comte de :V必rabeau). 
12) lbid. 
13) lbid. 
14) lbid また，木絡，前上旬注 4)245頁参照。












17) AP， 8:475 (M. Petion de Villeneuve). 
18) AP， 8:475 (M. Maillot). 
19) Ibid 原文は， ( La religion etant le plus solide de tous les biens politiques， nul 
homme ne peut etre inquiete dans ses opinions religi己uses.) 
20) AP， 8:475 (M. Bouche). 
21) AP， 8:475 (M. l'abbe d'Eymar). 下線は，第六部会主草案策 16条からの変更部分
{こ，筆者が付加したもの。
22) AP，8・476(M.lとvicomtede Mirabeau) 原文{ふ((災ulhOI1me ne doitとtre1l1-
quiete pour ses opinions religieuses， nitroU[ラledans l'exεrcice de son cultε.)) 
23) AP， 8:476 (M. de Clermont-Lodとve).
24) AP， 8:476 CM. de Talleyrand-Perigord). 
25) Ibid. 
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38) ペ久 8:480 (M.Gobel) 
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47) 森口，前出注4)324寅， 318頁。また， r理性の祭典iについては，山田稔 i1革命
と芸術j桑原武夫編?フランス革命の研究J(第 7主主)(岩波書感， 1959年)407-
413頁。
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